
本機をご使用になる前に

辞典をひく
ことばを入力して調べる

辞典を活用する
便利な検索や機能を活用する

お役立ち情報を見る
困ったときや設定変更などを見る

取扱説明書

ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
本書は、お読みになった後も大切に保管してください。
本書の説明は、複数の電子辞書を対象にしています。説明・画面例やイラストなどは、
「XD-SR4800」を使用しています。

シリーズ共通

電子辞書（本機）のもっと詳しい使いかたを知りたい
本書は、知っていただきたい基本的な操作方法がまとめられています。収録辞典やライ
ブラリー機能の使いかたなど、より詳しい説明や情報については、下記をご覧ください。

弊社ウェブサイトから「取扱説明書（詳細）」を見る
https://support.casio.jp/exword/model/XD-SR_list/

クラブエクスワードを利用する
スマートフォンを使って（電子辞書の画面に表示されるQRコードを読み込み）、取扱説明書を
見たり、学習状況を管理したりできます。 32 ページ

https://support.casio.jp/exword/model/XD-SR_list/


電子辞書を使ってみよう！
電子辞書の操作はホーム画面から始めます。ホーム画面でことばを調べた
り、やりたいことを選んだりします。
キーの （ホーム）を押すか、画面の【ホーム】をタッチすると、ホーム画面
が表示されます。

調べたいことばがある辞典の
候補が表示されます。

一度調べた
ことばを探す

コンテンツを
選ぶ

よく使う
コンテンツを
登録する

調べたいことば
を入力する

(ホーム)

【ホーム】

調べたいことばを入力する 18ページ
よく使うコンテンツを登録する 21ページ
コンテンツを選ぶ
• 辞典やツールを選ぶ（コンテンツ一覧） 19ページ
• キーに登録済みの辞典を選ぶ（辞典／モードキー） 20ページ
一度調べたことばを探す（履歴） 29ページ
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安全上のご注意
このたびは本機をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使い
ください。

死亡または重傷を負う可能性がある内容を示していま
す。

軽傷を負う可能性および物的損害が発生する可能性が
ある内容を示しています。

絵表示の例

記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。

記号は「してはいけないこと」を意味しています（左の例は分解禁
止）。

記号は「しなければならないこと」を意味しています。

電池について
電池から漏れた液が皮膚や衣服についたら、きれいな水で洗い流
す。
目に入った場合は、失明などの恐れがあります。洗い流した後、す
ぐに医師の診察を受けてください。

USBケーブルについて
USBケーブルによる火災・感電を防ぐため、次のことは必ず守る。
• 指定品以外のUSBケーブルは絶対に使わない
• 重いものを乗せない、USBケーブルを束ねたまま使わない
• 加熱しない、加工しない、傷つけない
• 無理に曲げない、ねじらない、引っ張らない
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置き場所・使用場所について
次のような場所に置かない、使わない。
火災・感電の原因となります。
• 湿気やほこりの多い場所
• 台所や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる場所
• 暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射日光が当たる場所、
炎天下の車中など本機が高温になる場所
ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かない。
落下･転倒時には、けがの原因となります。

異常（煙・臭い・発熱など）について
発煙・異臭・発熱などの異常状態で使わない。落したときなど破損
したまま使わない。
火災・感電の原因となります。すぐに次の処置をしてください。
1. 電源を切る
2. USB ケーブルを外す
3.「修理に関するお問合せ先」に連絡する

表示画面について
液晶画面は強く押さない、強い衝撃を与えない。
液晶画面のガラスが割れてけがの原因となります。
液晶画面が割れた場合、内部の液体には絶対に触れない。
皮膚に付着した場合は、炎症の原因となります。
口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。
目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な水でよく洗い流して、
医師に相談してください。

分解・改造しない
本機を分解・改造しない。内部の点検・調整・修理は「修理に関する
お問合せ先」に連絡する。
感電・やけど・けがの原因となります。
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メモリーカードの取り扱いについて
市販のmicroSDメモリーカードを使用する際は、小さなお子様が飲
み込まないように取り扱いに注意する。
誤って飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。

他の電子機器への影響について
病院内や航空機内では、病院や航空会社の指示に従う。使用禁止の
場所で、使用しない。
本機からの電磁波などが計器類に影響を与え、事故の原因となりま
す。
心臓ペースメーカーなどをご使用の方は、本機を胸部から離して使
う。
心臓ペースメーカーなどに磁力の影響を与えることがあります。異
常を感じたら直ちに本機を体から離し、医師に相談してください。

イヤホンについて
イヤホンを差し込んだまま、ぶらさげない。
落下によるけがの原因となることがあります。

音量について
イヤホンを使うときは音量に注意する。
大音量で聞くと難聴の原因となることがあります。
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電池について
破裂による火災・けが、液漏れによる周囲の汚損を防ぐため、次の
ことは必ず守る。
• 分解しない、ショートさせない
• 充電しない
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使わない
• 種類の違う電池を混ぜて使わない
• 加熱しない、火の中に投入しない
• 本機で指定されている電池以外は使わない
• 極性（＋と－の向き）に注意して正しく入れる
• 長時間使用しないときは、本機から電池を取り出しておく
• 電池が消耗した場合は、速やかに電池を交換する
電池が液漏れしたまま使用しない。
火災・感電の原因となることがあります。すぐに本機の使用をやめ
て「修理に関するお問合せ先」に連絡してください。

USBケーブルについて
USBケーブルによる火災・感電を防ぐため、次のことは必ず守る。
• ケーブル（特に電源プラグやジャック部分）の清掃には、洗剤を使わ
ない

• 一度曲がってしまったUSBプラグは使わない
• USB プラグは接続の方向を確認してまっすぐ差し込む

• コネクター内部に液体や異物が入らないように注意する

コネクター部への接続
イヤホン端子やコネクター部には、指定品以外は接続しない。
火災・感電の原因となることがあります。
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使用上のご注意
• 本機は精密な電子部品で構成されています。データが正常に保持できなく
なったり、故障の原因になりますので、次のことに注意してください。
⁃ 落としたり、「強い衝撃」「曲げ」「ひねり」などを加えないでください。また、ズ
ボンのポケットに入れたり、硬いものと一緒にカバンに入れないようにご注意
ください。

⁃ ボールペンなど尖ったものでキー操作しないでください。
⁃ 液晶パネルに強い力を加えたり、ボールペンなど尖ったもので突いたり入力し
たりしないでください。液晶パネルの一部はガラスでできていますので、傷つ
いたり、割れることがあります。

⁃ 分解しないでください。分解により故障した場合は、保証期間内でも有料修理
となります。

⁃ 静電気が発生しやすい場所では使わないでください。
• 極端な温度条件下での使用や保管は避けてください。
低温では表示の応答速度が遅くなったり、点灯しなくなったりします。ま
た、直射日光の当たる場所や窓際または暖房器具の近くなど、極端に温度
が高くなる場所には置かないでください。ケースの変色や変形、または電
子回路の故障の原因になります。

• 湿気やほこりの多い場所での使用や保管は避けてください。
水が直接かかるような使用は避けるとともに、湿気やほこりにも十分ご注
意ください。電子回路の故障の原因になります。

• お手入れの際は、乾いた柔らかい布をご使用ください。
特に汚れがひどい場合は、中性洗剤に浸した布を固くしぼっておふきくだ
さい。なお、シンナーやベンジンなどの揮発性溶剤は使用しないでくださ
い。キーの上の文字が消えたり、ケースにシミを付けてしまう恐れがあり
ます。

• 磁気カードに近づけないでください。
クレジットカード、キャッシュカード、プリペイドカードなどの磁気を帯
びたものを本機に極端に近づけないでください。本機は磁気を帯びた部品
を使用しているため、磁気カードが使用できなくなることがあります。

• 充電池を使用するときは、次のことに注意してください。
⁃ 充電池は、パナソニックグループ製の単 3形 eneloop（エネループ）または、
パナソニック株式会社製の単 3形充電式 EVOLTA（エボルタ）をご使用くださ
い。これ以外の充電池は使用しないでください。

⁃ 充電池の充電は、必ず専用の充電器をご使用ください。
⁃ 充電池を電子辞書本体にセットしたままでは充電できません。
⁃ eneloop、充電式 EVOLTA、および各充電池専用の充電器を使用する場合は、
各製品に付属の取扱説明書や注意書きをお読みいただき、条件を守ってご使用
ください。
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• 大切なデータは控えをとってください。
学習帳などに記憶させた重要な内容は、紙などに控えてください。また、
microSD メモリーカードに保管した大切なデータも控えを取ってくださ
い。本機の故障、修理などにより、記憶内容が消えることがあります。

液晶パネルについて
本機に使用されている液晶パネルは、非常に高精度な技術で作られており、
99.99％以上の有効画素がありますが、0.01％以下の画素欠けや常時点灯するも
のがあります。これらは、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。
また、製品ごとに色味ズレ、色味ムラなどが発生する場合がありますが、製品の
性能であり、不具合ではありません。

• 本機の画面に表示される表・図は画面上での一覧性を重視して収録してお
り、一部に簡略化されたフォントを使用しています。また、表・図以外で
も本機の表示ドット構成の都合により、簡略化された字体が表示されるこ
とがあります。

• 本機の画面に表示される字体は JIS X 0213:2004 の漢字集合に準拠した
フォントを使用しています。
2004 年改正で変更のあった字形に対応しています。
例） 、 、 、 、 、

など
• 本機のリストや意味の画面では、表示フォントを「ゴシック体」「明朝体」に
切り替えできますが、一部の機能や図中の文字では対応していません。

• 本機の「図から検索」や「ノート」などで表示される小さな図（サムネイル）は
縮小して表示させているため、文字や線が粗く表示されるものがありま
す。

• 本書および本機の使用、故障・修理などによりデータが消えたり変化した
ことで生じた損害、逸失利益、または第三者からのいかなる請求につきま
しても、弊社では一切その責任を負えません。

• 海外で使うときは、次のことに注意してください。
⁃ 本機は日本の安全規格に基づいて製造されています。海外の各国（地域）にも日
本と同様の安全規格や電波管理法があります。それぞれの国（地域）の規格は国
（地域）ごとに異なっています。そのため日本で購入された製品を海外でご使用
になる場合は、ご使用になる国（地域）の電気事情をご確認の上、お客様の自己
責任においてお使いください。

⁃ ACアダプターをご使用になる場合は、本機指定の専用ACアダプターをご使
用ください。ご使用になる国（地域）によってはACアダプターのプラグ形状が
異なりますので、あらかじめ旅行代理店などにお問い合わせください。
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著作権に関するご注意
本機に収録した各辞典／モード（コンテンツ）の内容は、各著作物を、各編者
／監修者および各発行所のご協力を得て編集してあります。
本機に収録した内容および本書の一部または全部を無断で転載／複写するこ
とは禁止されています。
また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、各編者／監修者、各発
行所および弊社に無断では使用できませんのでご注意ください。
• 各辞典／モードの著作権表記や収録語数などは、ガイド機能の「著作権」項
目で見ることができます。詳しくは、取扱説明書（詳細）をご覧ください。

収録コンテンツの内容
• 画面表示の都合、その他の事情により、各編者／監修者や各発行所の監修
に基づき、書籍版と異なる表示をした箇所があります。
また、書籍版に基づいて編集したものに関しては、社会情勢の変化などに
は対応していない場合があります。

• 本機に収録した辞典などの各コンテンツは、それぞれの書籍版に基づいて
出版社より、電子データとして作成、提供されており、その情報量故に誤
植などは避けられない場合があります。
各コンテンツ内容の著作権は出版社に帰属しておりますので、弊社におい
て、その内容を改良・改変することはできません。
それぞれのコンテンツにおける誤記、誤植、誤用につきましては、出版社
に連絡させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。

• コンテンツの編集時期などにより、必ずしも最新の情報には対応していな
い場合があります。

• 各コンテンツごとに、史実に対する解釈や説明に相違がある場合がありま
すが、各出版社／編者／執筆者の見解を尊重し、出版社提供の内容のまま
収録しております。

• 書籍版 CDに基づいて収録した音声は、CDの内容・構成・速度と異なる
場合があります。

• 一部のコンテンツを除き、写真・図・表・囲み記事・付録は収録されてお
りません。
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• microSDHCロゴは SD-3C, LLC の商標です。
• その他、本書や本機に掲載されている会社名・製品名は、
各社の商標または登録商標です。

ご使用になる前に、次の付属品がそろっているか確認してください。
• 単 3形アルカリ乾電池　2本（包装なし）
• タッチペン（本体側面に収納されています 16ページ）

はじめに
本書の記載について
• 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点
や誤りなど、お気付きのことがありましたらご連絡ください。

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人として
ご利用になるほかは、著作権法上、弊社に無断では使用できません。

• 本書では「microSD メモリーカード」および「microSDHC メモリーカー
ド」の名称を「microSDメモリーカード」と呼びます。

• 本書に記載している画面やイラストは、実際の製品と異なる場合がありま
す。また、キーおよび画面アイコンは、簡略化して記載しています。

例） → 、 → クイックパレット【機能メニュー】

• 本書に記載している画面の文字の大きさは、お買い上げ時の設定と異なることがあり
ます。文字の大きさは変更できます。詳しくは、取扱説明書（詳細）をご覧ください。

登録商標・商標の表記
次の用語は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
• TOEIC is a registered trademark of Educational Testing Service
(ETS). This product is not endorsed or approvedby ETS.

• 英検Ⓡは、公益財団法人 日本英語検定協会の登録商標です。
•「eneloop」は、パナソニックグループの登録商標です。
•「EVOLTA」は、パナソニック株式会社の登録商標です。
• QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

付属品を確認する
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お買い上げになった商品（特別梱包商品など）によっては、付属品が異なる場
合があります。なお、USBケーブルを付属している商品もあります。詳しく
は、パッケージ（商品が梱包されていた箱）をご覧ください。
• USBケーブルは、パソコンから電源を取るときやライブラリー機能でのみ
使用します。

• USB ケーブルが付属していない商品では、別売の USB ケーブル
（CB-10USB）をご使用ください。

電池について
• 本機はアルカリ乾電池および充電池（eneloop（エネループ）および充電式
EVOLTA（エボルタ））に対応しています。指定以外の電池を本機に使用しな
いでください。電池の特性と本機の仕様の不一致により、所定の電池寿命
を満たさなかったり、誤動作の原因となったりすることがあります。

• 充電池および充電器は商品に付属しておりません。充電池および充電器は
電器店、量販店などでお買い求めください。

• 本機に付属の電池は、自己放電によりいくらか消耗している場合があり、
「仕様」（ 40ページ）に記載されている使用時間に満たないうちに寿命と
なることがあります。

• ご使用方法やmicroSDメモリーカードの種類・使用状況によっては、電池
寿命が著しく短くなることがあります。特に画面の明るさを高く設定する
と、電池の消耗が早くなりますので、ご注意ください。

• 音声の再生・録音中や動画再生中、使用状況（電池消耗状態、室温など）に
よっては、電源が一度切れた後に「電池設定」画面となることがあります。
この場合、早めに電池を交換してください（ 11ページ）。

• 画面に「電池が消耗しています」と表示されたときは、早めに電池を交換し
てください。表示されなくても、1年に一度は必ず電池交換をしてくださ
い。特に消耗した充電池（eneloop および充電式 EVOLTA）を本機に入れた
ままにすると、充電池を劣化させる恐れがあるので、すぐに取り出してく
ださい。

• 必ず、電源を切ってから電池を交換してください。電源を切らずに電池を
交換すると、履歴や設定などの情報が消える場合があります。

• 交換の際は、必ず 2本とも新品の単 3形アルカリ乾電池、または満充電に
した単 3 形充電池（eneloop または充電式 EVOLTA）に交換してくださ
い。指定以外の電池を使用したり、新しい電池と古い電池を混ぜて使用し
たりすると、電池寿命が著しく短くなったり、誤動作を起こしたりするこ
とがあります。
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1 本機裏面にある電池ブタを取
り外す
• 2 箇所の 部分を押しなが
ら矢印の方向へスライドさせ
ます。

2 乾電池 2本を入れ、電池ブタ
を取り付ける
1. 図のように（－）極側を電池

ボックスにセットする。
2. 取り出し用リボンの上に電池

が載るようにして、（＋）極側を
電池ボックスに押し込む。

取り出し用
リボン

正しくセットされた状態
• バネがはみ出ていない
• 取り出し用リボンが電池の下にもぐ
り込んだりせず、まっすぐ上に出て
いる

• 電池の極性（＋－）が間違っていない

3. 本体に電池ブタを取り付け
る。

3 本体側面から付属のタッチペ
ンを取り出し、本体裏面にあ
るリセットボタンを押す

リセットボタン

タッチペン
• つまようじや鉛筆など、先端の
折れやすいものを使わないで
ください。故障の原因になりま
す。

初めてお使いになるときは
本機を使用する前に、付属の単 3形アルカリ乾電池2本を入れてください。
• 電池を交換するときも、次の手順を行ってください。
• 静電気の影響などで動きがおかしくなった場合はリセットしてください。
リセットだけ行うときは、手順 3 以降をご覧ください。
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4 中央部分に指をかけて、本機
を開ける
•「電池設定」画面が表示されま
す。

•「液晶保護フィルムが正しく貼
られていない...」のメッセージ
が表示されることがありま
す。（ 36ページ）

6 日付・時刻を設定する
• または をタッチ
して、中央の数字を現在の日
付・時刻に合わせます。

• をタッチすると戻り、
をタッチすると進みま

す。

7【決定】をタッチする
• ホーム画面が表示されます。

5「アルカリ電池 [単 3 LR6]」をタッチする
•「日付／時刻設定」画面が表示されます。
• 付属のアルカリ乾電池以外を入れた場合は次のようにしてください。
⁃ 市販の eneloop（エネループ）：「充電池 [単 3 eneloop]」をタッチ
⁃ 充電式 EVOLTA（エボルタ）：「充電池 [単 3 充電式 EVOLTA]」をタッ
チ

⁃ 市販のアルカリ乾電池 EVOLTA（エボルタ）：「アルカリ電池 [単 3
LR6]」をタッチ

•【12/24】をタッチするごとに、12 時間制と 24 時間制が切り替わりま
す。

•【ここでは設定しない】をタッチすると、設定を変更せずにホーム画面が表
示されます。

• 日付や時刻は、ホーム設定（ 37ページ）で設定し直すことができます。
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• ホーム画面やコンテンツ一覧の右
上のアイコンで、電池の残量を確認
できます。

電池残量 1
電池残量 2
電池残量 3

電池残量
アイコン• 電池残量0になると、電源が切れ、

画面が消えます。

電源と電池残量について
電源を入れる
本機の中央部分に指をかけて開くと、自動的に電源が入ります。
• 前回電源が切れた状態の画面が表示されます（レジューム機能）。
• 電池の無駄な消耗を避けるため、電源が入った状態で数分間何も操作をし
ないと、自動的に電源が切れます（オートパワーオフ 37ページ）。

• 電源が切れているときに を押すと電源が入ります。
• 電源が切れているときに辞典／モードキー（ 14ページ）を押すと電源が
入り、その辞典／モードキーに登録されている辞典が表示されます。

• USB 給電を行うと、自動的に電源が入ります。詳しくは、取扱説明書（詳
細）をご覧ください。

電源を切る
本機を閉じると、自動的に電源が切れます。
• 電源が入っているときに を押すと電源が切れます。
• 本機を閉じても電源が切れず、音声の再生が続くコンテンツもあります。
音声を再生し続けると、電池寿命が短くなりますので、ご注意ください。

画面（液晶パネル）の明るさと電池残量について
画面の明るさを 5段階で設定できます（お買い上げ時の設定は「3」）。
約30秒間操作をしないと画面が暗くなり、操作をすれば元の明るさになります。
• 明るさや暗くなるまでの時間（点灯時間）は変更できます（ 37ページ）。
• 音声や動画※を再生しているときは、点灯時間を過ぎても暗くなりません。
• 画面を明るくし続けたり、音声や動画※を頻繁に再生したりすると、電池
寿命が短くなります。

※ 機種によっては、動画を含むコンテンツを収録（内蔵）していません。

• 電池残量 1 のときは、音声機能やライブラリー機能などを操作できなかっ
たり、途中で電源が切れたりする可能性があるので、電池の交換をお勧め
します。

• 電池寿命については、「仕様」（ 40ページ）をご覧ください。
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各部の名前と働き

9

3

2

4

1110

16

17
18

15

14

13

6

19

1

5

7 8

液晶パネル（画面）

12

1 辞典／モードキー
• それぞれのキーに登録されている辞典
の最初の画面を表示します。 20
ページ

2 （電源）スイッチ
13ページ

3 イヤホン端子（側面）
• 市販のイヤホンを接続します。

4 キー
•「?」や「＊」など、このキーと同様に名前
が枠で囲まれたキーや、同じ色のキー
の機能を使うときに、まずこのキーを
押し、離してから使いたいキーを押し
ます。 28ページ

5 録音マイク
• 音声を録音してネイティブの発音と聞
き比べができます。 31ページ
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6 （ページ送り）キー
• 画面の表示に続きがあるときに押す
と、いま見えていない部分が表示され
ます。 18ページ

• 意味の画面が表示されているときに、
を押し、離してからこのキーを

押すと、1つ前または 1つ後のことば
の意味が表示されます。

7 （音量）キー
• 発音再生時に音量を調節します。

8 スピーカー（手前）
• イヤホンを接続するとスピーカーから
音が出なくなります。

9 キー
• 一度調べたことばを再度調べるときに
押します。 29ページ

10 キー
• 1 つ前の画面に戻します。

11 キー
• ことばを入力した後や、選択した項目
を決定するときなどに押します。

12 （矢印）キー
• 選択箇所や反転表示を動かすときや、
カーソルを移動するときに押します。

13 カードスロット（側面）
• microSD メモリーカードをセットし
ます。

14 キー
• 間違って入力した文字を訂正するとき
に使います。

15 文字キー
• 文字や数字を入力します。

16 USBケーブル接続コネクター（側面）
• 付属または別売の USB ケーブルを
使ってパソコンとの通信や給電ができ
ます。

17 タッチペン（側面）
16ページ

18 （ホーム）キー
• ホーム画面を表示します。

19 クイックパレット
•【ホーム】【戻る】は、キーボードの

と同じ機能をタッチ操作でき
ます。

•【機能メニュー】は、各機能を使うため
の機能メニューを表示します。 24
ページ

録音マイク使用上のご注意
一般的にマイク録音では、周囲の音やノイズも録音されます。録音機能をよ
り快適にお使いいただくために、次のことに注意してご使用ください。
• 周囲が騒がしい場所や、録音マイクに近づきすぎている（適正距離はおよそ
20～30cm）と、クリアな音声で録音されません。

• 録音中に本機を他の電子機器、蛍光灯、携帯電話などに近づけすぎたり、
録音マイクに触れたりすると、ノイズが入ることがあります。

• 録音マイクに強い風を吹きかけたり、水をかけたりしないでください。
•「録音中」が表示されてから、マイクに向かって、はっきりとした声で発音
してください。

• 発音し終わったら、すみやかに を押して、録音を終了してくださ
い。
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タッチペンは本体側面に収納されて
います。
タッチペンを取り出すときは、先端に
指をかけ、まっすぐ引き出します。し
まうときは、タッチペンの向きに注意
して、まっすぐ奥まで押し込みます。
• タッチペンをなくさないように注
意してください。

本体裏面 本体を開いた状態

タッチペン使用上のご注意
タッチペンで画面に文字を書いたり、画面にタッチして操作を進めたりする
ことができます。
• タッチペンで文字を手書き入力する 25ページ

タッチペンを取り出す・しまう

タッチや文字入力するときのポイント
• 液晶パネルにタッチするとき、力を入れる必要はありません。
• 液晶パネルの表面を強く押したり、力を込めて入力したりしないでくださ
い。液晶パネルにひびが入ったり、割れたりすることがあります。

• 液晶パネルにタッチするときは、画面の背側に手を添えてください。
• タッチペンで入力する場合は、必ず付属のタッチペンをご使用ください。
• タッチした文字やアイコンが正しく認識されない（反応しない）ときや、
タッチペンでタッチする位置と表示される手書き文字がずれているとき
は、画面を調整してください（ 37ページ）。
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保護フィルムがパネル枠の下に入り
込んでいないか
• 保護フィルムは、パネルの枠内に正
しく貼り付けてください。

保護フィルムとパネルの間に“異
物”が入り込んでいないか

異物

• 異物が入り込まないように、注意し
て貼り付けてください。

パネル保護フィルム（別売）使用上のご注意
液晶パネルに保護フィルムを貼り付ける場合は、弊社純正品のご使用を推奨
します。
純正品以外を使用すると、下記の障害が発生する恐れがあります。
• サイズ、厚み、表面処理方法、透過率、接着方法等が異なるため、液晶パ
ネルの入力性能、視認性に影響を及ぼすことがあります。

• 保護フィルムの貼り付け方（ケース枠への入り込み異物の付着）およびカッ
ト方法（サイズを含む）によっては、製品が正常に動作しなくなることがあ
ります。

保護フィルムを貼り付けて使用する場合、貼り付けている状態によっては、
次の症状が起こることがあります。
• 正常に動作しない（ロックする・フリーズする）
• キーボードを押しても反応しない
• タッチした文字やアイコンが正しく認識されない
• 手書きした文字がずれる

上記の場合は保護フィルムを一度はがして、正常に動作するか確認してくだ
さい。

パネル保護フィルムを貼るときのポイント

17 



1 ホーム画面の「あいう」をタッ
チする

2 キーボードで
と押す

• 文字を入力すると、入力された
文字から始まることばのリス
トが、収録辞典別に表示されま
す。リストは、文字を入力する
ごとに更新されます。

• 選択されていることばは、背景
が青く表示されます。また画面
右側には、そのことばの説明の
先頭部分が表示されます。

• 途中で該当することばが表示
された場合は、文字を最後まで
入力せずに、手順 3 の操作に
移ってもかまいません。

3 説明を見たいことばをタッチ
する
• ことばの意味の画面が表示さ
れます。

• 意味や解説、リストの一覧が画
面に収まりきらないときは、画
面右上に や マーク
が表示されます。

ことばを調べる

ホーム画面でことばを調べる
ホーム画面では、まず調べたいことばを入力し、表示される候補の中から辞
典を選んでことばの意味を調べることができます（複数辞書検索）。
ここでは、例として「ななかまど（七竈）」を調べます。
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1「コンテンツ一覧」をタッチす
る
• ホーム画面以外の場合は、

を押します。
• コンテンツ一覧が表示されま
す。

2 カテゴリーをタッチする カテゴリー（分類）

• 辞典一覧が表示されます。
• 選ばれているカテゴリーは青
で表示されます。

• 辞典が 1 画面で表示しきれな
い場合、画面右側の が濃い青
で表示されます。濃い青の状態
で をタッチすると、ページ
を切り替えることができま
す。

3 辞典をタッチする
• 選んだ辞典の最初の画面が表
示されます。

• タッチ操作や、 （行送り）・ （ページ送り）・ を押
して、表示内容を上下左右に動かすことができます。

• ホーム画面では他に、アルファベットで調べたり、例文・成句を調べたり
できます。調べかたは、取扱説明書（詳細）をご覧ください。

辞典を選ぶ
本機に収録されている辞典は、コンテンツ一覧・辞典／モードキー・ホーム
画面に登録したアイコン（ 21ページ）などから選ぶことができます。

コンテンツ一覧から辞典を選ぶ

• 辞典のアイコンに （フォルダー）マークが付いている場合、タッチすると
中身が表示されます。
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• 1 つのキーに 2 つの辞典が登録さ
れている場合、キーを一度押すと、
1 つ目の辞典の最初の画面になり
ます。

例） 1つ目の辞典
2つ目の辞典

• 調べたいことばが入力途中に表示
された場合は、ことば全部を入力し
なくてもその時点で決定できま
す。

候補を選択

• 詳しい操作は、「ホーム画面でこと
ばを調べる」（ 18ページ）を参照
してください。

辞典／モードキーで辞典を選ぶ
辞典／モードキーには、あらかじめよく使われそうな辞典が登録されていま
す。

• もう一度押すと、2つ目の辞典の最初の画面になります。
• を押し、離してから辞典／モードキーを押すと、2つ目の辞典の最
初の画面が直接表示されます。

• 機種によっては、登録されている辞典を変更することがでます。 37ペー
ジ

辞典内での検索方法
辞典の最初の画面での検索方法には、大きく 3つのパターンがあります。
• ここで紹介しているパターンに当てはまらないものは、取扱説明書（詳細）
の「収録辞典」で個別に説明しています。

ことばを入力しながら選択（すぐ出るサーチ）
文字を入力するたびに表示される候補リストから選ぶ方法です。
ホーム画面の「日本語で調べる」や「アルファベットで調べる」でも使用しま
す。

ことばを決定した後に選択（入力後サーチ）
ことばを入力後に、表示された候補リストから選ぶ方法です。
例文検索や成句検索などで使用します。
• 文字入力途中は、候補が表示されません。
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1 ことばを入力後、【検索】を
タッチする
• ことばを入力すると、【検索】が
使用可能になります。

2 見たい候補をタッチする
• 選んだ候補の説明が表示され
ます。

あらかじめ分類されている項目（見出
しや画像）を順に選んでいくことで、
情報にたどりつく方法です。

よく使う辞典などのコンテンツをホーム画
面に登録しておくと、（最大 14 個）、簡単
な操作で素早く呼び出せます。登録したコ
ンテンツは後から位置の移動・入れ替え・
解除ができます。

コンテンツ登録スペース 空きスペース

•「コンテンツ一覧」のアイコンは解
除できません。移動のみ可能です。

• 個別のコンテンツだけでなく、「国
語系」「英語系」などのカテゴリー
（分類）も登録できます。

表示項目をたどる（選択サーチ）

ホーム画面を編集する

よく使うコンテンツをホーム画面に登録する
空きスペースがない場合は、新たに登録できません。すでに登録されている
コンテンツを解除して、空きスペースを作ると、登録可能になります。
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1 ホーム画面の空きスペースを
タッチする
•「ホーム画面登録」画面が表示
されます。

2 画面上部でカテゴリーをタッ
チして選ぶ

1 位置を変更したいアイコンを
約1秒タッチする

2 タッチしたまま、移動したい
場所に動かして離す
• 位置の変更ができる場合は
「OK」、できない場合は「NG」が
画面上部に表示されます。

1 解除したいアイコンを約 1秒
間タッチし、タッチしたまま
（登録解除）の上に動かし
て離す

■ホーム画面から登録する

• カテゴリーをもう一度タッチすると、カテゴリーが登録されます。

3 登録したいコンテンツをタッチする
• ホーム画面にコンテンツが登録されます。

■コンテンツ一覧から登録する

1 登録したいカテゴリーやコンテンツを表示する

2 登録したいカテゴリーやコンテンツを約 1秒間タッチする
• ホーム画面に登録されます。

登録したコンテンツの位置を変更する

登録したコンテンツを解除する
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例：ホーム画面 例：コンテンツ一覧画面 例：リスト画面

画面の基本操作

画面のタッチ操作
• タッチして画面を送る操作に対応していない一部の機能は、ガイド機能で
見ることができます。

タッチして辞典や項目を選ぶ

• リスト画面で、単語や項目をタッチすると、単語の意味や解説の画面、ま
たは項目の次の画面が表示されます。

• 意味の画面で、緑色の文字やアイコンをタッチすると、ジャンプしたり音
声を聞いたりすることができます。
⁃ 緑色の文字や、緑色の枠のついた図をタッチすると、ジャンプします。
⁃ をタッチすると、音声を再生します。
⁃ をタッチすると、それぞれ図表、解説、用例が表示され
ます。

文字をなぞって選択する

タッチメニュー

意味の画面では、文字を右になぞると、ことばを選択することができます。
• ことばを選択すると、タッチメニューが表示され、そのことばに対して様々
な機能を使うことができます。

• タッチメニューの内容は、選択した文字の種類などによって異なります。
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機能メニュー タッチメニュー

ミニ辞書

機能メニューとタッチメニュー
「機能メニュー」と「タッチメニュー」で、いろいろな機能を使うことができま
す。
• お使いの状態により、有効な機能は異なります。

■機能メニュー
クイックパレット【機能メニュー】をタッチすると表示されます。

機能 説明
【設定】 コンテンツ設定・明るさ設定などを変更します。 37

ページ
【ガイド】 辞典の説明・使いかた・登録商標などの情報を見ます。

• ホーム画面やコンテンツ一覧から見るガイドと、各コ
ンテンツから見るガイドでは、内容が異なります。

【文字サイズ】 画面に表示する文字の大きさを変更します。
【画面分割検索】 意味の画面の下半分に別の意味の画面を表示させま

す。
【ノ―ト】【単語帳】
【付箋】【暗記カード】

学習帳の各機能を使用します。 30ページ

■タッチメニュー
意味の画面で、ことばを右になぞり、離すと表示されます。

機能 説明
【見出し語ジャンプ】 選んだことばを調べます。 29ページ
【例文ジャンプ】
【成句ジャンプ】

選んだことばの例文・成句を調べます。 29ページ

【音声】 選んだ英単語の発音を聞けます。
【マーカー】 選んだ文字にマーカーを引きます。
【教科書体ズーム】 選んだ漢字・ひらがな・カタカナを拡大します。
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1【手書き】をタッチして、画面
にマスを表示する

2 空いているマスに文字を書く
• どのマスに書いても構いません。
• 書き直す場合は、【削除】をタッチし
て書いた文字を消します。

3 続けて、空いている別のマス
に文字を書く
• 直前に書いた文字が認識され、検索
語入力欄に入力されます。認識され
たマスは空白になります。

文字を入力する
文字はキーボードまたはタッチペンによる手書きで入力することができま
す。ここでは、タッチペンで手書き入力する方法を説明します。
• 複合語検索時は、ハイフン（‐）やスペース（空白）は省略してください。
例）「heaven-sent」は「heavensent」、「gold medal」は「goldmedal」と入力

手書き入力できる文字の種類
• ひらがな、カタカナ、漢字は、JISX0213-2004 と JISX0212-1990 に準
拠しています（ただし、JIS 第三水準漢字、JIS 第四水準漢字、補助漢字は、
『新漢語林』『楷行草 筆順字典』でのみ認識されます）。
• 中国語簡体字は、GB18030-2000 に準拠の文字が認識されます。
• 中国語のピンインを手書きで入力することはできません。
• ハングルは、KSC5601 に準拠の文字が認識されます。
• 手書き入力できる文字でも、辞典に収録していない文字は検索できません。

手書きで入力する

4 手順 2 、 3 を繰り返してことばを入力する

5 最後の文字を書き終わったら、【認識】をタッチする
• 1 文字ごとに正しく認識されたか確認しながら入力するときは、1文字書
くごとに【認識】をタッチします。

• 検索語入力欄の文字を消す場合は、 をタッチして消したい文字
の左にカーソルを移動し、【削除】をタッチします。

• を押すと、入力欄のすべての文字が消えます。

• 手書き中にキーを押すと、手書きの操作が無効になる場合があります。
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2「トレジムプラン」をタッチす
る
• すでに学習プランを選んで学
習を始めている場合は、コンテ
ンツの選択画面が表示されま
す。手順 5 へ進みます。

3 学習プランをタッチする

ジャンル名 学習量
の目安

学習の
レベル

学習
プラン名

• 学習プランの説明と、学習プラ
ンに含まれるコンテンツが表
示されます。

ENGLISH TRAINING GYM（英語
教材）で学習する
「ENGLISH TRAINING GYM」には、英語上達に役立つ教材（コンテンツ）が用
意されています。「トレジムプラン」では、ジャンルやレベルからおすすめの
コンテンツを組み合わせた学習プランに沿って学習できます。また、ボキャ
ブラリーやリスニングなどのカテゴリーから、目的に沿ったコンテンツを選
んで学習することもできます。

学習プランに沿って学習する
1 クイックパレット【トレジム】をタッチする

• コンテンツ一覧から「ツール」→「ENGLISH TRAINING GYM」を選んでも
同じです。

• 画面の「トレジムプランとは？」をタッチすると、説明が表示されます。
を押すと最初の画面に戻ります。

4「このプランで学習する」をタッチする
• コンテンツの選択画面が表示されます。学習プランの説明を見ることもで
きます。詳しくは「学習プランのコンテンツ選択画面」をご覧ください。

5 学習するコンテンツをタッチする
• 学習を開始します。コンテンツの使いかたについては、取扱説明書（詳細）
をご覧ください。
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• 学習プランを初期化（消去）するには、コンテンツの選択画面で を
押し、「学習中プランの削除」画面で「削除する」をタッチします。なお、学
習済の状況を示す進捗グラフは初期化されません。

• 進捗グラフは、各コンテンツの学習情報を削除すると消去されます。

学習プランのコンテンツ選択画面
画面の項目をタッチして、学習プランの説明を見たり、プランを変更したり
できます。

コンテンツの学習量
目安と学習開始日が
表示されます。

進捗状況に応じた
メッセージが表示
されます。

進捗グラフ
学習済みの状況を示します。 進捗基準メーター

黄色のバーで学習のペース（進捗の目安）
を示します。
例）学習日数の目安が65日のコンテンツ
　で学習開始から39日経過の場合

• 進捗基準メーターは、進捗グラフのパ
ターンに関わらず5％ずつ進みます。

学習開始日
（0％）

65日目
（100％）

39日目
（39/65＝60%）

項目 動作
学習プランの説明が表示されます。※

プラン変更
（プランの変更、同
じプランのやり直
し）

1.「プラン変更」をタッチする。
2. 学習プランをタッチして選ぶ。
3.「このプランで学習する」をタッチする。
4. 上書きするかしないか、いずれかの項目をタッチする。

トレジムトレー
ナー

進捗基準メーターと学習ペース（進捗状況）に応じたメッ
セージの表示・非表示が切り替わります。

学習手順 選択したコンテンツの学習手順が表示されます。※

リセット 選択したコンテンツの進捗基準メーターをリセットできます。
1.「リセット」をタッチする。
2.「リセットする」をタッチする。
• 進捗グラフはリセットされません。

※ を押すとコンテンツの選択画面に戻ります。
• 進捗基準メーターが非表示のとき、「リセット」は表示されません。
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「見出し語検索」や「スペルチェック」
で、英単語のスペルや日本語のつづり
があいまいなことばを検索したい場
合、不明な文字を「?」（ワイルドカー
ド）や「＊」（ブランクワード）に置き換
えて検索できます。
•「?」は 1つで 1文字を表します。
•「＊」は 1 つで連続する複数の文字
を表します。「ななかまど」の下線の
つづりがあいまいなときは、「な＊
ど」と入力します。

•「＊」は1箇所だけに入力できます。
•「?」と「＊」を同時に使うことはでき
ません。

• ホーム画面（複数辞書検索）では、本
機能は使用できません。

「subordinate」の下線のスペルがあいまい
なときは、「sub?rdi??te」と入力し、【検索】
をタッチします。

スペルがあいまいな単語を入力して【スペル
チェック】をタッチしても、それに近い単語
が表示されます。

英語系の辞典やホーム画面の「例文」
または「成句」をタッチした後、1つま
たは 2つ以上の単語を入力して、例文
や成句（熟語）を検索することができ
ます（例文検索・成句検索）
• 2 つ以上の単語を入力するには

を押して単語間にスペースを
入力します。

• リスト画面で、さらに単語を追加し
たり、語順を指定して候補を絞り込
んだりするときは、画面上部の【絞
り込み/語順】をタッチします（絞り
込み/語順指定検索）

• 語順の指定項目をタッチした後、
【検索】をタッチします。

リスト画面上部の【センタリング】をタッチ
すると、入力した単語を画面の中央にそろえ
て表示します。

調べるための便利な機能を使う
ことばを調べるときの便利な検索方法や機能について説明します。

あいまいなことばを調べる

成句や例文を調べる
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辞書別履歴の例 【履歴削除】

調べた回数（2～10回）

複数辞書履歴の例

■別の辞典を選んで調べる

1 調べたいことばを右になぞる

ミニ辞書

• 日本語の場合は文字単位、アル
ファベットの場合は単語単位
で選択されます。

• ことばをなぞり続けると、複数
文字・複数単語を選択すること
ができます。

一度調べたことばを履歴から探す
を押すと、一度調べたことばの履歴が表示されます。

• 履歴の画面上部に【一覧表示】【辞書単体表示】が表示されている場合は、
タッチすると履歴を切り替えることができます。

• 履歴は辞典別に、合わせて 1000 個まで保存されます。1000 個を超える
と、古いものから削除されます。

意味の画面から別のことばを調べる
■同じ辞典で他のことばを調べる
意味の画面で、そのまま続けて他のことばを入力（※1）したり、 記号に続
く緑色の文字列（※2）をタッチしたりします。
※1最初の画面で文字を入力して調べる辞典で、この操作ができます。
※2辞典によっては、緑の文字列のみで示されるものもあります。

2 タッチメニューの【見出し語ジャンプ】をタッチする
• 複数の単語を選択した場合、先頭の単語で検索されます。

3 調べたい辞典をタッチする
• 英語系の辞典では、手順 2 で【例文ジャンプ】【成句ジャンプ】をタッチすると、選択
したことば（複数の場合は先頭の単語）の例文・成句を検索できます。

• タッチメニューのミニ辞書には、選択中のことばの意味が表示されます。
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説明文の文字にマーカーを引いた見
出し語を登録し、単語帳を作ることが
できます。
• 単語帳に登録できる見出し語は、単
語・例文・成句などです。

白紙に手書きしたメモや、書き込みを
した辞典の画面を登録し、1冊のノー
トのようにまとめることができま
す。

手書きの付箋を付けた見出し語を登
録し、後からその画面を簡単に表示す
ることができます。
• 付箋を付けられる見出し語は、単
語・例文・成句などです。

手書きの暗記カードを作成して、単語
の暗記などに役立てることができま
す。
• 英単語と音声を組み合わせて登録
できます。

学習帳を使う
学習帳は、手書き文字などを活用した学習に役立つ機能です。紙の辞典のよ
うな感覚で使うことができます。
• 学習帳はコンテンツ一覧の「ツール」にあります。学習帳の詳しい使いかた
については、取扱説明書（詳細）をご覧ください。

マーカーを引いた単語帳を作る

手書きのノートを作る

見出し語に付箋を付ける

暗記カードを作る
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をタッチします。

1 発音を聞きたい単語を右にな
ぞって離す

2 タッチメニューの【音声】を
タッチする

音声を聞く
調べた単語・熟語・例文などのネイティブの発音を聞いたり、ネイティブの
発音と録音した自分の発音を聞き比べたりできます。

ネイティブの発音を聞く
次のような状態で、ネイティブの発音（トゥルーボイスⓇ）を聞くことができます。

■意味の画面に が表示されているとき

■意味の画面に英単語が表示されているとき

録音して発音を聞き比べる
が付いている単語・例文、または英単語について、ネイティブの発音と自

分の発音を聞き比べることができます。

【録音する】をタッチして、
録音マイクに向かって発
音し、録音します。

クッジュー ドゥ ミー
 ア フェイヴァ？

　 をタッチして、お手本
となるネイティブの発音
を聞きます。

Could you do
 me a favor?

【聞き比べ】をタッチすると、
ネイティブの発音と自分の
発音が順に再生されます。

Could you do
 me a favor?

クッジュー ドゥ ミー
 ア フェイヴァ？
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2 画面の説明に従ってQRコー
ドを表示させる
• QR コードのタイプをタッチし
て選びます。

3 スマートフォンのQRコード
リーダーでQR コードを読み
込む

4「取扱説明書」をタップする
• スマートフォンに専用アプリ
「クラブエクスワード」をイン
ストールする場合は、スマート
フォンに表示される「クラブエ
クスワード」の説明に従って操
作してください。

スマートフォンと連携したサービス
を利用する
本機に表示されるQRコードをスマートフォン（またはタブレット端末）で読
み込むと、次のことができます。
• 取扱説明書を見る：取扱説明書（電子版）を見ることができます。
• 学習状況を確認する：「ENGLISH TRAINING GYM」などのコンテンツの学
習状況を確認できます。QRコードを読み込むには、スマートフォンに専用
アプリ「クラブエクスワード」をインストールする必要があります。詳しく
は、専用アプリの「オンラインヘルプ」をご覧ください。

取扱説明書（詳細）を見る
1 コンテンツ一覧で、「ツール」→「クラブエクスワード」の順にタッ
チする
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静電気の影響などにより
動作が不安定になりまし
た。必ず、電源を切って
からリセットしてくださ
い。電源を切らずにリ
セットすると、履歴や設
定などの情報が消える場
合があります。 リセットボタン

タッチペン

困ったときは

こんな症状が起こったら
本機の動きがおかしいときは、まず、アルカリ乾電池、eneloop（エネルー
プ）または充電式 EVOLTA（エボルタ）を使用しているか、ご確認の上、次の表
を参考に対処してください。
• ライブラリー機能に関する症状と対処方法については、取扱説明書（詳細）
をご覧ください。

■電源
状態 原因と対処方法

電源が入らない 電池が消耗しています。
新しい電池に交換してください。 11ページ

USB給電できない 接続しているパソコンがオフ、スタンバイ、またはスリー
プの状態になっています。
パソコンをオンにしてください。

パソコン側の理由（設定でUSBが無効になっている、電
力供給能力など）により USB 給電できない可能性があ
ります。
電池を使用してください。 11ページ

■動作
状態 原因と対処方法

動きがおかしくなった
り操作を受け付けない

何も操作していないの
に電源が切れてしまう

オートパワーオフ機能により電源が切れました。
電源を入れてください。 13ページ

電池が消耗しています。
新しい電池に交換してください。 11ページ
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状態 原因と対処方法
オートパワーオフ機能
が働かない

オートパワーオフ、オープニングの設定を確認してくだ
さい。 37ページ
音声プレーヤーで再生中・プロジェクターと通信中・
USB給電を使ったオープニング動作中は、オートパワー
オフ機能が働きません。 取扱説明書（詳細）

充電池の電池寿命が記
載されているよりも短
い

電池の設定が、「アルカリ電池」になっています。
「充電池」に変更してください。 37ページ

急に表示が消えたり、
「電池設定」画面になっ
たりする

電池が消耗しています。
新しい電池に交換してください。 11ページ

音声の再生・録音中や動画再生中、使用状況（電池消耗状
態、室温など）によっては、電源が一度切れた後に「電池
設定」画面となることがあります。早めに電池を交換して
ください。 11ページ

キ ー 入 力 音 設 定 を
「ON」にしているの
に、キー入力音が出な
い

イヤホンを接続していると、スピーカーからは音が出ま
せん。
スピーカーから音を出すときはイヤホンのプラグを抜い
てください。

キーボードを使った入
力ができない

保護フィルム（別売）が正しく貼り付けられてない可能性
があります。
「■液晶パネル」の「タッチした文字やアイコンが正しく
認識されない...」をご覧ください。 35ページ

■音声機能・動画を含むコンテンツ
状態 原因と対処方法

音声が聞こえない 音量が適切ではありません。
音量を調節してください。 14、37ページ

イヤホンを接続していると、スピーカーからは音が出ま
せん。
スピーカーから音を出すときはイヤホンのプラグを抜い
てください。

イヤホンが正しく接続されていません。
イヤホンのプラグが正しく奥まで差し込まれているか確
認してください。 14ページ

対応していないイヤホンを使用しています。
ステレオイヤホン（ミニプラグ）を使用してください。
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状態 原因と対処方法
音声が聞こえない 音声の再生中にイヤホンのプラグが抜けました。イヤホ

ンのプラグが抜けると、音声の再生が停止します。
イヤホンを正しく接続し、再生し直してください。
14、37ページ

音がひずんだり、画面
表示がちらついたりす
る

音量が大きすぎます。
音量を調節してください。 14、37ページ

電池が消耗しています。
新しい電池に交換してください。 11ページ

音声の再生・録音中や
動画再生中に表示画面
が消えてしまう

電池寿命に近い状態で、再生時間が長い音声または動画
を再生したり、音声を録音したりしました。
新しい電池に交換してください。 11ページ

録音した自分の声が再
生するとひずんでしま
う。または、音が小さ
すぎて聞き取れない

声が大きすぎたり録音マイクに近すぎたりすると、録音
した声がひずんでしまうことがあります。また、声が小
さすぎたりマイクから遠すぎたりすると、再生したとき
音量が小さすぎて聞き取れないことがあります。
自分の声を録音するときは、録音マイクから 20～30cm
程度離れて、会話する程度の音量で発音してください。
15ページ

■液晶パネル
状態 原因と対処方法

パネルが点灯しない、
または点滅する

電池が消耗しています。
新しい電池に交換してください。 11ページ

タッチする位置と表示
される文字の位置がず
れている

タッチする位置と認識される位置がずれています。
パネルを調整してください。 37ページ

タッチしても認識され
ない

タッチする位置と認識される位置がずれています。
パネルを調整してください。 37ページ

手書きで文字を入力しているときにキーボードのキーが
押されました。
手書き入力中はキーボードのキーを押さないでくださ
い。

手書きで入力した文字が、使う辞典に対応していませ
ん。
手書き入力できる文字の種類を確認してください。
25ページ
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• 電子辞書の最新のサポート情報は、次のホームペー
ジをご覧ください。
https://casio.jp/support/exword/

状態 原因と対処方法
タッチした文字やアイコ
ンが正しく認識されな
い、または、手書き入力の
症状が改善されない
または、キーボードを使っ
た入力ができない

保護フィルム（別売）を使っている場合、貼り付け状態を
確認してください。 17ページ、保護フィルムに付属
の取扱説明書

こんなメッセージが出たら
本機を使用中にメッセージが表示されたときの対処方法について説明します。
• 表示された後、元の画面に戻るメッセージもあります。それらのメッセー
ジは、記載していません。

• ライブラリー機能（通信）に関するメッセージについては、取扱説明書（詳
細）をご覧ください。

メッセージ 原因と対処方法
メモリーデバイスに不具合が発生しま
した
取扱説明書をご確認の上修理に関する
お問合せ先にご連絡下さい

静電気の影響や強い衝撃などが加わり
ました。
「修理に関するお問合せ先」にお問い合
わせください。

メモリーのシステム領域に不具合が発
生しました
取扱説明書をご確認の上修理に関する
お問合せ先にご連絡下さい

液晶保護フィルムが正しく貼られてい
ない可能性がありますのでフィルムを
取り除いて確認して下さい
フィルムが貼られていない場合は取扱
説明書をご確認の上修理に関するお問
合せ先にご連絡下さい

パネル保護フィルム（別売）を本機にお
使いの場合、正しく貼られていない可能
性があります。フィルムを一度はがして
確認してください。 17ページ

パネル保護フィルム（別売）をお使いで
ない場合、本機をリセットしてみてくだ
さい。 11ページ
同じメッセージが表示される場合は「修
理に関するお問合せ先」にお問い合わせ
ください。
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設定を変更する
本機のいろいろな設定を、ホーム設定と機能メニュー設定で変更できます。
• 下記の表中、お買い上げ時の設定は下線付きの太字で書かれています（機種
やコンテンツにより異なる場合もあります）。

•「明るさ設定」「パネル調整」「マイク感度設定」は、ホーム設定・機能メニュー
設定のどちらでも変更できます（表中 部）。

ホーム設定
ホーム画面右上の【設定】をタッチすると表示されます。
■ホーム

項目 内容 説明
壁紙設定 壁紙01～06 ホーム画面の壁紙を変更する

ユーザー名設定
（機種によっては
表示されません）

登録/変更・削除 ホームやコンテンツ一覧、電源OFF画
面に任意の名前（ユーザー名）を表示す
る

登録コンテンツと
壁紙の初期化

はい・いいえ ホーム画面の登録コンテンツと壁紙
を、お買い上げ時の状態に戻す

■音声
項目 内容 説明

音声速度設定 最高速・高速・標
準・低速・最低速

ネイティブの発音スピードを調節する
• 速度の目安：標準モードの約 130%・
120%・100%・85%・75%

音量設定 0～10～15 音量を調節する

マイク感度設定 高・中・低 録音マイクの入力レベルを調節する
• 機能メニュー設定でも設定できま
す。

キー入力音設定 ON・OFF キーが押されたときにピッという音を
出すかを設定する

■環境
項目 内容 説明

オートパワーオフ
設定

3分・6 分・10 分・
15 分・30 分・45
分・60分・90分

自動電源オフまでの時間を設定する
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項目 内容 説明
手書き認識設定 手動・自動 手書きで文字を書いた後、【認識】をタッ

チして認識させるか、自動で認識させる
かを設定する
• 大きなマスで入力するときは、「自動」
は働きません。

フォント設定 ゴシック体・明朝
体

意味や解説の画面の表示フォントを切
り替える

電池設定 アルカリ電池 [単 3
LR6]・充電池 [単 3
eneloop] ・充 電 池
[ 単 3 充 電 式
EVOLTA]

使用電池を設定する

オープニング設定
（機種によっては
表示されません）

ON・OFF 本機の紹介（オープニング）を自動再生
させるかを設定する
• 電源を入れたときや、USB給電中に電
源を切ってから 2 分 30 秒経過した
ときに再生します。

• いずれかのキーを押すと停止します。

日付／時刻設定 本機の内蔵時計の日時を設定する
11ページ

■液晶パネル
項目 内容 説明

明るさ設定 ５：非常に明るい・
４：とても明るい・
３：明るい（標準）・
２：やや明るい・
１：やや暗い

画面の明るさを設定する
• 機能メニュー設定でも設定できま
す。

点灯時間設定 30秒・1分・3分 画面の点灯時間を設定する
• 最後に操作してから画面が暗くなる
までの時間設定です。

パネル調整 タッチペンの位置がずれている場合に、画面四隅のすべての
十字マークの中心をタッチして調整する

• 機能メニュー設定でも設定できます。
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■複数辞書
複数辞書検索の対象辞典や、例文検索・成句検索で優先的に表示する辞典を
選ぶことができます。
• 本機に転送した追加コンテンツを選ぶことはできません。

■辞典キー（機種によっては、この設定項目は表示されません）
辞典／モードキーに登録されている辞典を、同種の一部の辞典に変更できます。

1「設定」画面で「辞典キー」をタッチする

2 変更したい辞典キーの名前をタッチする

3 辞典をタッチする
• 変更できる辞典キーや登録できる辞典の種類は、機種によって異なります。

■初期化
項目 内容 説明

設定項目を初期
化しますか？

はい・いいえ 「はい」をタッチすると、ホーム・音声・環境・液晶
パネル・複数辞書・辞典キーの設定項目を、お買い
上げ時の設定に戻す（ユーザー名設定・電池設定・
日付／時刻設定を除く）

機能メニュー設定
辞典やコンテンツの使用中に、機能メニュー（ 24ページ）の【設定】をタッ
チすると表示されます（状態によって設定できない項目があります）。
■コンテンツ設定

項目 内容 説明
レイアウト 標準・罫線・縦 意味の画面の表示を変更する

音声言語 OFF・英語 表示中の辞典で、英単語ネイティブ発音を再
生するかを設定する

テキスト言語 日本語・英語・
中国語・韓国語

microSD メモリーカードに保存されたテキスト
ファイル（ライブラリー機能）の言語を設定する

ルビ OFF・ON 「日本文学作品」と microSD メモリーカードに保
存された日本語のテキストファイル（ライブラリー
機能）のルビ（振り仮名）表示を切り替える
• 《 》の中の文字がルビとなります。
• テキストファイルでは、テキスト言語設定
が「日本語」の場合に設定できます。

•「明るさ設定」「パネル調整」「マイク感度設定」は、ホーム設定と同様です。
ホーム設定の表中、 部分をご覧ください。
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仕様
表示：
864×480ドット TFT カラー液晶表示
記憶容量（ライブラリー機能用の本体ユーザーエリア）:
約 200MB（表記容量は、1KB=1024 バイト、1MB=10242 バイト、
1GB=10243 バイト換算値です。）
消費電力：
2Ｗ
使用可能電池：
単 3 形アルカリ乾電池、充電池は単 3 形 eneloop および単 3 形充電式
EVOLTA　2本
電源および電池寿命：
新品のアルカリ乾電池または満充電にした新品の充電池（eneloop または
充電式 EVOLTA）で、使用温度 25℃の場合
電池 使用条件 電池寿命※2

単 3 形アルカ
リ 乾 電 池
（LR6）

英和辞典の訳画面で連続表示時※1 約 130 時間

1時間中 入力・検索 4分間／スピーカーで 1分
音声出力／英和辞典の訳画面 55 分間表示を繰
り返したとき※1

約 45時間

スピーカーまたはイヤ
ホンで音声出力を繰り
返したとき

画面の明るさ3 約 5時間

画面の明るさ5 約 1時間

動画再生を繰り返した
とき※4

画面の明るさ3 約 4時間

単 3 形
eneloop
単 3 形充電式
EVOLTA

英和辞典の訳画面で連続表示時※1 約 110時間 ※3

1 時間中 入力・検索 4分間／スピーカーで 1分
音声出力／英和辞典の訳画面 55 分間表示を繰
り返したとき※1

約 40時間 ※3

スピーカーまたはイヤホンで音声出力を繰り返
したとき　画面の明るさ3の場合

約 4時間 ※3

※1画面の明るさ3で、表示状態になった 30秒後に暗くなる場合。
※2電池寿命は、おおよその目安です。また、microSDメモリーカードの種類や使

用状況、電池の種類、使用コンテンツ、使用環境、使用方法（画面の明るさ設
定、点灯時間設定、音量や音声出入力の使用回数）により変動します。

※3時間は参考値です。
※4動画を含むコンテンツを収録している機種が対象です。
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詳しくは、電子辞書エクスワードホームページをご覧
ください。
https://casio.jp/exword/

USB給電機能：
パソコンからUSB経由で電源を取ることができます。
電卓機能：
12桁・四則演算・四則定数計算・独立メモリー計算・混合計算
- 小数点は、上位桁優先のフローティング（浮動）方式
- メモリー内容は、常時表示
カレンダー/時計機能：
カレンダー表示範囲（2001 年～2099年）、時計精度（日差±約 3秒）
オートパワーオフ機能：
約 3分・6分・10分・15分・30分・45分・60分・90分の 8種類から
設定可能
レジューム機能：
電源OFFした時点までの画面やデータを保持
使用温度範囲：
0℃～40℃
大きさ：
幅 157.5×奥行 101.0×高さ 18.4mm（閉時）
質量：
約 285g（電池込み）

別売品
• エクスワード純正ケース
• 保護フィルム（XD-PF24）
• タッチペン（XD-PF13）
• USB-AC アダプター（AD-XA02）
• micro USBケーブル（CB-10USB）
• 追加コンテンツ（各種専門分野・外国語など）
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登録商標・ライセンス・法規格などの情報
登録商標・ライセンス・法規格などの情報は、ホーム画面でクイックパレッ
ト【機能メニュー】→【ガイド】の順にタッチすると表示されるガイド機能で見
ることができます。

• 本製品には株式会社イワタのフォント「イワタ教科書体」を採用しております。
「イワタ教科書体」は、株式会社イワタの登録商標です。
•「教科書体」は文部科学省学習指導要領の付録「学年別漢字配当表」に示された小
学校６年間に習う漢字に準拠しています。

•「教科書体」の拡張漢字については「常用漢字」の字形を基本にしてイワタ独自の
デザインで作成しています。

•「常用漢字」は、文部科学省文化審議会国語分科会の告示に基づき、2010 年改
訂後の「常用漢字表」に準拠しています。

• DTP 業界など、印刷組み版システムに対応した文字セット（JIS 規格、Adobe
Japan など）のルールに合わせて使いやすくし、文字種を拡張しています。

本装置は、VCCI 協会の技術基準（クラス B）に適合したマークを画面に表示しま
す。詳しくは、【機能メニュー】の「ガイド」をご覧ください。

JIS C 61000-3-2 適合品
本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。
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